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　図 3 に PεL-Cell(S)カラムを用いた DNA 選
択吸着回収実験の結果を示した。イオン強




0.2M から 3M までの NaCl 溶液を同カラムに
グラジェントに通液させることにより DNA
のみを回収することができた。
表 2 には DNA 溶出 buffer として 2M NaCl を
用いた時の、種々のポリカチオン粒子の DNA
選択吸着及び脱離特性を示した。PεL-Cell
粒子の DNA の選択吸着率は、DMAPAA 架橋体
と比べると高かった。一方、PεL-Cell 粒子
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(µ g/ml) ( ■
)
全BSA回収率
DNA吸着(%) BSA吸着(%) DNA回収(%) BSA回収(%) (%)
PεL-Cell(S) >99 8 5 7 99
PεL-Cell(L) >99 8 8 7.5 99
DMAPAA/DVB 97 <1 34 <1 100
DNA吸着buffer




図3   DNA吸着回収実験におけるDNAとBSAの溶出挙動
　　 カラムサイズ:0.9×5 cm(I.D.) (3.18 ml)
         流速:0.1 ml/min
         Buffer:0.02M-リン酸buffer, pH 7.0, µ=0.2
         Sample:60 ml(BSA:1000 µg/ml, DNA:10 µg/ml)　　　
表2 各粒子のDNA/BSA溶液からのDNAおよびBSAの回収
